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不安や悩みを相談する大切さについて学ぶ授業づくり 

― 発達段階に応じたアプローチ ― 

 

健康教育研究会議 

研究員 菅原 雅子（川崎市立戸手小学校）    安田 幸（川崎市立鷺沼小学校） 

     澤地 和奏（川崎市立宮崎中学校）    桝谷 彩（川崎市立南菅中学校） 

指導主事 野口 裕子 

Ⅰ 主題設定の理由 
新型コロナウィルス感染症の影響により、感染を予防しながらの制限された生活等により、児童生

徒の心身への影響は大きく、児童生徒の不安や悩みに対して、周囲の大人が児童生徒の SOSを受け止め

るなどのきめ細かな支援が社会全体で必要とされている。また、令和４年度の児童生徒の問題行動・

不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査1では、児童生徒の不登校者数、いじめ認知件数、暴力行為

の発生件数が過去最多となる他、自殺した児童生徒数も前回の調査より大きく増加したと報告された。 

 そのよう状況の中、学校教育においては、保健の授業において、小学校５年生で「不安や悩みへの

対処」、中学校１年生で「ストレスへの対処」の方法を身に付けることを学習している。さらに、本

市においては、「かわさき共生＊共育プログラム」や「SOS の出し方・受け止め方教育」により、自分

の困りごとを SOSとして友達や大人に伝えたり、友達からの SOSを受け止めたりすることの大切さを学

習している。 

そのような学習により、児童生徒は不安や悩みに対して上手く対処できているのであろうか。保健

室では、児童生徒の心身の健康に関し健康相談を行っているが、保健室に来室する児童生徒の様子か

らは、自分の気持ちを言葉にできなかったり、不安や悩みから相談できずに身体症状に現れたり、授

業を離脱したり、欠席や不登校につながったりするなどの状況が見られ、不安や悩みに上手く対処で

きている状況とは言えない。また、養護教諭には、児童生徒の心身の健康に関する問題について、児

童生徒と相談を通して問題の解決を図り、学校生活をよりよく適応していけるように支援していくこ

とが求められている。 

本研究会議では、「不安や悩みに対して上手く対処する」ためには、先ずは「不安や悩みを相談す

る大切さを認識する」ことが必要だと考え、保健の学習における正しい理解を基に養護教諭の専門性

を取り入れた特別活動の「不安や悩みを相談する大切さについて学ぶ授業づくり」について研究をす

ることにした。また、その際、発達段階を考慮し、小学生では、自分の気持ちを相手に伝え、不安や

悩みを相談することができるように、中学生では、不安や悩みを相談することと同時に、相談を聞く

ことができるように、手立てとしてロールプレイの体験等の「発達段階に応じたアプローチ」を通し

て、相談の効果と大切さを理解できるようになるのではないかと考え、主題を「不安や悩みを相談す

る大切さについて学ぶ授業づくり」副題を「発達段階に応じたアプローチ」と設定した。 

 

Ⅱ 研究の内容 

                                                      

1 ）文部科学省「令和４年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果 

   及びこれを踏まえた緊急対策等について（通知）」2023 
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表１ 発達段階に応じたアプローチ 

１ 研究の方法 

（１）児童生徒の実態把握 

令和５年９月～11月に研究員所属４校において相談行動に関する授業前アンケートを実施した。 

小学校２校 ５年生 236名 中学校２校 １年生 145名  合計 381名 

（２）授業モデルの作成  

心の健康教育に関する文献や先行研究の調査と児童生徒の相談行動の分析を行った。また、令和５

年度川崎市学習状況調査の意識調査の結果を参考にし、授業前アンケートの結果を活用した特別活動

の授業モデルを作成した。既習内容をもとに、養護教諭の専門性を生かした効果的な指導方法を検討

し、相談することの効果を実感でき、実際に相談行動につながることを目指した授業を考えることと

した。 

（３）教科との関連 

小学校５年生で体育科保健領域「不安や悩みへの対処」を学習後、中学校は１年生で保健体育科保

健分野「ストレスへの対処の方法」を学習する前とし、保健の学習と関連付け、特別活動学級活動

（２）で実施することにした。 

（４）発達段階に応じたアプローチ 

発達段階に応じたアプローチは、表１の通りである。例えば、ロールプレイでは、相談することの

効果を感じたり大切さに気づいたりできるように、「相談する人」、「相談を聞く人」を設定した。

その際、児童生徒が身近に感じるような悩みについて台本を作成し、児童生徒がロールプレイを実施

する前に、教師がデモンストレーションを行った。 

（５）授業の実践  

 作成した授業モデルを研究員所属４校（小学校２校・中学校２校）で実施した。 

（６）授業の検証 

授業後アンケートを実施し、授業後の児童生徒の学習の成果を把握し、ワークシート等の記述や振

り返りから児童生徒の意識の変容を見取り、発達段階に応じたアプローチの効果を分析した。 

 

２ 授業前アンケート結果 

 授業の約２週間前にアンケートから実態を把握した。「不安や悩み」、「心配なことがあるときに

どのような相談行動をしているか」、「相談行動に対してどのような意識を持っているか」等を調査

した。「不安や悩みがありますか」という質問では、「ある」と回答した児童生徒は小学校では 71％、

内容・場面 小学校 中学校 

ロール 

プレイ 

台本 

内容 
授業の中で発表があり、何を話したら

よいかわからず悩んでいる 

授業中に間違えた発言をした時に、周

りがこそこそ話していたのが気になり

悩んでいる 

フリー トークなし トークあり 

相談の効果 
・気持ちの変化を知る 

・効果を知る 
心理学用語を用いて相談の効果を知る 

相談の仕方 
話の始め方や始めの一言を伝える 

誰に、どんな場面でなど具体的に説明

する 

相手の様子を見て考える 

ワーク 

シート 

意思 

決定 
今までの生活を振り返り、今後に向け

てめあてを考える 

今後に生かすためにどうしていくか考

える 

共有 隣の人または近くの人 グループ 
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図 2 「相談しようと思ったけどできなかった経験がある」の質問に対する回答 図 1 「不安や悩みがありますか」の質問に対する回答 

表２ 授業モデル 

指導案 

中学校では 56％であった（図１）。また、「相談をしようと思ったけれどできなかった経験はありま

すか」という質問では、「ある」と回答した児童生徒は小学校では 53％、中学校では 49％で、約５割

の児童生徒が不安や悩みがあるが相談をためらった経験があることがわかった（図２）。さらに、相

談をためらった理由を複数回答で質問したところ、「どう話せばよいかわからなかった」「相手に心

配をかけたくなかった」と回答した児童生徒が 40％以上いた（図３）。 

 

３ 授業実践 

（１）実施学年  小学校 ５年生   

中学校 １年生 

（２）実施時期  令和５年 10～11月 

 

 

（３）本時のねらい  

（４）授業者  Ｔ１：学級担任 Ｔ２：養護教諭 

（５）学級担任との連携 

資料の提示と発問の方法等について学級

担任と検討した。養護教諭の専門性を生か

し、児童生徒の気づきを基に、相談するこ

とで問題解決につながりやすくなり情緒の

安定につながることを説明した。 

（６）授業の実際  

授業モデル（表２）を基に研究員所属校

の実態に応じて異なる手立てで授業を実施

した。小学校体育科保健領域で学習した不

安や悩みへの対処の中から、相談すること

について学習することを確認し進めた。授

業前アンケートの結果を提示し、ロールプ

レイを取り入れ、「相談する人」「相談を

聞く人」を体験し、それぞれどんな気持ち

になるかを感じられるようにした。ロール

プレイ後、養護教諭が専門的立場から相談

することの効果について、相談することで

相談内容が解決しやすくなるだけでなく、

小学校 不安や悩みを相談することのよさと大切さに気づき、相談したり伝えたりできるようにする。 

中学校 不安や悩みを相談しやすくするために、自分にできることを考え実践できるようにする。 

 児童生徒の活動 ◯指導上の留意点 

導
入 

１ 本時の題材とねらいを理解

する。 

 

２ 授業前アンケートの結果か

ら、本時の課題をつかむ。 

◯既習内容の不安や悩みへの対 

処の中から、『相談する』こ 

とに視点を置いて学習するこ 

とを確認する。 

展
開 

３ 相談できなかった理由につ

いて考える。 

 

４ 台本をもとにペアで『相談

する人』と『相談を聞く

人』に分かれ、ロールプレ

イを体験する。 

 

５ それぞれの立場を体験し、

どんな気持ちになったかを

全体で共有する。 

６ 「相談することのよさ」と

効果を知る。 

   

７ 不安や悩みを相談しやすく

するためにできることを考

える。（個人思考） 

 

８ グループまたは全体で共有

する。(集団思考) 

◯授業前アンケートの結果から 

発問を投げかける。 

◯教員同士でデモンストレーシ

ョンを行う。 

◯『相談する人』『相談を聞く

人』それぞれがどんな気持ち

になるか意識しながら行うよ

うに声をかける。 

 

 

 

◯養護教諭から相談することの

よさと効果について説明す

る。解決することの他に、気

持が整理されたりスッキリし

たりするなど、相談すること

が大切であることを伝える。 

 

◯身近な相談相手や、相談の専

門機関を紹介する。 

終
末 

９ 今後、不安や悩みがあると

きに自分にできることを考

える。（個人思考） 

◯具体的なめあてが考えられる

よう支援する。 

23.2%

25.9%

28.6%

42.6%

45.2%

話してもわかってもらえないと思った

いつ話せばいいかわからなかった

相手に迷惑をかけたくなかった

相手に心配をかけたくなかった

どう話せばいいかわからなかった

n=381

ある

56%

ない

44%

中学生n=145

ある

71%

ない

29%

小学生

ある

53%

ない

47%

小学生n=236

ある

49%
ない

51%

中学生n=145

図３ 授業前アンケート「相談をしようと思ったけどできなかった理由」複数回答 小・中学校 

n=236 
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表３ 不安や悩みを言葉にする効果 

得られるよい効果が多くあることを説明した。児童生徒が少しでも相談しやすくなるために、小学校

では「相談する人」の立場で自分に実践できそうな取組、中学校では「相談する人」と「相談を聞く

人」のそれぞれの立場で実践できそうな取組を考えた。その後、実践に向け今後の生活の中でどのよ

うに生かしていくかを考えた。 

（７）発達段階に応じたアプローチの効果 

 ①中学校における授業実践から 

 ア ロールプレイについて 

ロールプレイ前に、学級担任と学年主任、または、学級担任と養護教諭でデモンストレーションを

行い、フリートークの部分についても例を示した。ロールプレイを行う際には、「相談する人」は不

安や悩みを相談するときにどんな気持ちになるかを感じること。「相談を聞く人」は相談をする人が

話してよかったと思ってくれるように意識して聞くように説明した。ロールプレイの台本の中にフリ

ートークの部分を設け、自分なら相談するとき、相談を聞くときにどう話すかをそれぞれの立場で考

えるようにした結果、より自分ごととして捉え、相手の状況や気持ちを想像し、親身になって相談を

聞こうとする姿が見られた。養護教諭が相談相手としてロールプレイのデモンストレーションをした

ことで相談相手の一人として生徒にとって身近な存在になり、授業後保健室に相談にくる生徒が増え、

相談の意欲をもたせることにつながったのではないかと考える。 

イ 相談の効果について 

ロールプレイを体験後、「相談する人」「相談を聞く人」それぞれどんな気持ちがしたかを生徒に質

問すると、「スッキリした」「安心した」「モヤモヤがとれた」などの発言があり、養護教諭が不安

や悩みを言葉にする効果について心理学用語を用いて具体的に説明（表３）すると、生徒はワークシ

ートに記述し、相談の効果について理解を深めている姿が見られた。 

 

カタルシス効果 気持ちが楽になる。心が落ち着く。気持ちが前向きになる。安心する。 

アウェアネス効果 
問題がはっきりする。自分を冷静に見ることができるようになる。 

解決のヒントや解決策がわかる。 

問題の解決率が 

高まる 
相談をしなかった人よりも、相談をした人の方が悩みが解決した割合が高い。 

ウ 相談の仕方について 

中学校では、発達段階の違いから相談の仕方や話の始め方について具体的に説明せずローププレイ

を進めた。生徒は自然に相談を始めロールプレイを体験できていた。指導授業前アンケートで「相談

しようと思ったけどできなかった理由」に「どう話せばいいかわからなかった」と回答した児童生徒

が約 45％、「いつ話せばいいかわからなかった」と回答した児童生徒が約 26％いたが、教師のデモン

ストレーションやロールプレイを体験したことで、相談に対する不安が軽減された様子が見られた。 

エ ワークシートについて 

１校目の中学校では相談する側と相談を聞く側の両方の立場で「相談しやすくするために、自分に

できること」について考えると、相談する側では、「相談しやすい環境を作る」「真摯に向き合う」

「勇気をもつ」「無理をしない」「相談する相手を選ぶ」などの意見が出た。また、「わかりやすく

伝える」「考えをはっきりさせてから話す」「聞く側を困らせないように話す」など、相談すること

を難しくしてしまうような意見が多数あがった。そのため、２校目の中学校ではワークシートを改善

し、相談しやすくするために、「相談する」側にできることを考えるのではなく、「相談を聞く」側

にできることを考えるようにした結果、「優しく話を聞いてあげたい、今後も生かしていきたい」と
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いう相手のことを考え、思いやる生

徒の記述につながり（図４）相手を

思いやる記述や相談することの大切

さを学び、今後に生かしていきたい

という記述があった。このことから

も相談しようとする気持ちが変化し

ためあてが多く見られ、相談しよう 

という意欲の向上につながったと考 

えられる。 

②小学校における授業実践から 

ア ロールプレイについて 

ロールプレイを体験した児童からは、「一生懸命話を聞いてくれて嬉しかった」「話を聞いてくれ

て安心した」「自分では気が付かなかったことに気がついた」などの振り返りが多く、相談の効果を

実感した様子がうかがえた。このことから、授業前アンケートで「相談しようと思ったけどできなか

った理由」の「相手に心配をかけたくなかった」「相手に迷惑をかけたくなかった」「話してもわか

ってもらえないと思った」という回答していた児童生徒の相談意欲が向上するのではないかと期待で

きる。また、ロールプレイの台本の中に小学校では発達段階の違いから、フリートーク部分を児童自

身が考えるのは難しいのではないかと考え、設定しなかったがフリートークを交えて児童自身の言葉

で、相手の話を聞き出している様子も見られた。 

イ 相談の効果について 

小学校では授業前アンケートで「相談したかったけれどできなかった」と回答した児童が４割いた   

ため、相談できない理由を少しでも解決することで相談しやすくなると考え、「相談する」というこ

とを構えずに、日頃から小さな困り事を話せるようになってほしいという教師の願いから、「相談で

きない理由を解決するポイント」として、相談の効果と合わせて養護教諭が説明した。児童は相談の

効果を知ると、「今回の授業で相談の効果を多く知ることができたから、迷ったときは相談しようと

思う」と回答し、相談することの効果を理解し実践に生かそうとする姿が見られた。 

ウ 相談の仕方について 

小学校では話し始めの言葉のかけ方について説明を加え、「誰に」「どんな場面で」「どんな話し

方で」相談できそうか、できるだけたくさんの方法を考えるようにした。「相談があるんだけど」

「今、話してもいい？」「静かな場所で二人の時に」など、具体的に考えることができ、話すことが

苦手な児童も、話しかける言葉のかけ方やきっかけを知り、ロールプレイではスムースに相談するこ

とができている様子がうかがえた。 

エ ワークシートについて 

小学校では、相談をしやすくするためにどのようなアイデアが出たかを意見交流し、アイデアを共

有した。意見交流を通してお互いの意見に共感し、自分にはなかった考えや思いつかなかった考えを

知り、ワークシートに付け加え記入する姿がみられ、自分のめあてを立てることにつながり、思考を

深めることにつながったと考える。今後、不安や悩みがあるときにどうしていくかを考えると、「今

まではあまり人に悩みを相談できなかったけど、今後は気軽に相談して、それを解決できるように友

達と具体的に相談しようと思う」「今までは自分で解決しようとしてたけど、不安なことができたら

話しやすい友達や家族や先生に相談しようと思った」などと具体的にめあてを考えることができてい

図４ ワークシートの記述 
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図５ 児童のワークシートの記述 

表４ 授業後のワークシートの記述内容 

た。一方で、具体的なめあてや実践方法が記述できず意思決定

につながっていない児童生徒もいたことから、一人一人が具体

的な実践方法を意思決定できるよう教師が視点を明確にし、声

かけや支援が必要だと考える。また、相手を思いやり相談を聞

く立場で考えることができた児童もいた（図５）。 

③児童生徒の変容 

ロールプレイの体験活動は、「相談する人」と「相談を聞く人」のどちらの立場も体験したことで、

相談する・相談される気持ちを実感し、自分ごととして捉えられることに繋がった様子がワークシー

トの記述からうかがえた。「相談する人」を体験したことから、「元気になった」「気持ちがすっき

りした」「聞いてもらえてうれしかった」「新しい考えに気づけた」などの記述があり、相談するこ

とのよさや効果について理解できたのではないかと考える。また、「相談を聞く人」を体験したこと

から、「真剣に聞いた」「相手の目を見て聞いた」などの記述があり、相手のことを考えた聞き方を

工夫する様子や、中学校では、「相手の気持ちが楽になるように聞いた」「解決できるように一緒に

考えた」「悩みを話してくれて信頼関係を作れたと思う」など、より相手を思いやった記述があり、

これらのことから、ロールプレイを体験することで、相談を聞く人は相手の気持ちを考え、親身にな

って相談を聞いてくれるという良さに気づき、安心感につながり、児童生徒が不安や悩みを伝えるこ

との大切さについて知ることができ、ロールプレイを取り入れたアプローチは有効であったと考える。 

身近に話を聞いてくれる人がたくさんいること、身近な人に話すことが難しい場合には相談機関が

あることを養護教諭が紹介すると、自分の気持ちを言葉にできなかった児童が、「自信がもてた」

「気持ちが楽になった」など、不安や悩みを伝える大切さについて気付いた発言があった。学級担任

と養護教諭がティームティーチングで授業を実施し、養護教諭が不安や悩みを相談できる存在だとい

う理解につながり、養護教諭から専門的知識を伝えることにより相談することの効果について理解が

深まったと考える。 

また、授業前に今まで相談していなかった（小学校ではワークシートに「今までは相談できなかっ

た」）と記述があった児童と、中学校では授業前アンケートで「相談できなかった経験がある」と回

答していた生徒を抽出し、相談していなかった理由ごとにカテゴリーで分け、ワークシートの「これ

から不安や悩みがあるときにどうしたいか」の記述から相談する意識の変容を考察した。その結果、

授業後には「信頼できる人や話しやすい人に相談してみようと思った」「勇気をもって相談し「抱え

込みすぎない」「相談すれば何か変わるかもと思った」など、相談に前向きになった記述をしていた。

以上のように、小学校、中学校ともに「相談した方がよい」という相談意欲の高まりが見られ、発達

段階に応じたアプローチには一定の成果があったと考える（表４）。同時に、「相談を聞いてあげた

い」という意欲の高まりも見られたことは、クラスの所属集団に対してよい影響があったと考える。 

 相談していなかった理由 

自分で何とかしよ

うと思った 

・信頼している人に相談をしてストレス解消する。（小５） 

・今後悩みがあったらその悩みを話しやすい人を選んで相談するようにしたいと思います。

（中１） 

迷惑や心配をかけ

ると思った 

・少しくらいは相談しようと思った。相談しないほうが心配をかけると思ったから。（小５） 

・自分が悩みをもったとき今日の授業を思い出し、話しかける勇気にできるようにしたい。 

相談事を持ちかけられたとき、相手にいい雰囲気で相談に対応したい。（中１）  

話しても解決 

しないと思った 

・授業後、相談すれば何かが変わるかもと思った。積極的に相談したい。（小５） 

・信頼できる友達に相談し、場合によって周りの大人に相談して抱え込み過ぎないようにしよ 

 うと思った。（中１） 

気をつけて生活していたけど、

まだ抱え込んでいる人がいると

思うからそういう人をできる限

り、支えてあげたいと思った。 
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授業前 n=145 授業後 n＝136 

n=328 

（８）授業後アンケート 

授業前アンケートと授業を通してわか

ったことや考えたことなどの記述項目を加

え、授業後アンケートと授業中の児童生徒

の様子や発言、振り返りやワークシートの

記述から、授業前後の意識や行動の変容を

考察した。授業後アンケートの「これから不安や悩みがあるときは相談しようと思いますか」の質問

では、「よく相談しようと思う・たまに相談しようと思う」と回答した児童生徒は小学校では約

97.2％、中学校では約 90.3％となった。このことから、ほとんどの児童生徒の相談意欲にとつながっ

たことがわかった（表５）。 

中学校では、授業前アンケートの「どのくらいの頻度で人に相談をしますか」という質問と、授業後

アンケートの「不安や悩みがあるときは相談しようと思いますか」という質問の回答を比較すると、

授業前は「よくする」という回答の割合が低かったが、授業後は「よくしようと思う・たまにしよう

と思う」の割合が増加し、

特に「よくしようと思う」

の割合が大きく増加した

（表６）。授業実践を通

して不安や悩みを相談す

ることに対し、積極的に

相談しようという気持ち

が高まったことがわかった。 

授業前アンケートの「不安や悩みを人に相談したことがありますか」の質問に対し、「相談したこ

とがない」と回答した児童生徒は約 25％いた。その児童生徒の授業後のアンケートの回答では、「こ

れから相談しようと思いますか」の質問に対し、小学校では 89％、中学校では 76％が「よくしようと

思う・たまにしようと思う」と回答しており、相談をしたことがない児童生徒も、これからは相談を

しようと考えた様子がうかがえた。 

（９）事後の活動 

 学習内容を更に深め、日々の生活の中で意識できるよう、授業で使用した教材を用いて掲示物を新

たに作成し、当該学年のフロアに掲示した。また、相談相手を迷ったときの選択肢として、GIGA 端末

で相談機関を検索する方法を保健だよりで紹介した。 

 

Ⅲ 研究のまとめ 
１ 研究の成果 

（１）発達段階に応じたアプローチ 

Ⅱ１（４）で示した発達段階に応じたアプローチ（表１）から、小学校では「自分の気持ちを相手

に伝える」、中学校では「相談を聞く側でできることを考える」ことをねらいに設定した。その結果、

小学校では、相談したり伝えたりするだけでなく、相手の気持ちを考え相談を聞くことができるよう

になることがわかった。中学校では、相談することが相手に迷惑にならないことに気付くことができ

ようになったことがわかった。 

（２）授業実践から個別指導 

 Ａ小 Ｂ小 Ｃ中 Ｄ中 

よく相談しようと思う 53.9 50.9 24.2 41.4 

たまに相談しようと思う 42.1 47.4 60.6 54.3 

相談しないと思う 3.9 1.9 15.2 4.3 

 

 
Ｃ中学校 Ｄ中学校 

授業前 授業後 授業前 授業後 

よくする・（よくしようと思う） 7.8 24.2 5.5 41.4 

たまにする・（たまにしようと思う） 56.9 60.6 60 54.3 

ほとんどしない・（しないと思う） 35.3 15.2 34.5 4.3 

表６「どのくらいの頻度で人に相談をしますか」と 

「不安や悩みがあるときは相談しようと思いますか」の質問の結果を比較（％） 

表５ これから不安や悩みがあるときに相談しようと思いますか（％） 
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図６ ワークシートの記述 

ワークシートの振り返り（図６）のよう

に記述していた生徒が、授業後、「先生が

授業で、相談するとよいよって言っていた

から来た」と言い、他の生徒と一緒に保健

室に来室し、部活動での人間関係の悩みに

ついて話し始めた。その後も人間関係の悩

みについて話してくれるよ 

うになり、養護教諭から相談することの効

果を伝えることにより理解が深まり、さらに養護教諭が不安や悩みを相談できる存在だと児童生徒の

認識に繋がり個別指導に繋がったと考える。 

 

２ 今後の課題  

 今回の授業実践では、保健の学習における正しい理解を基に養護教諭の専門性を取り入れた特別活

動の授業を行った。その際、手立てとして「発達段階に応じたアプローチ」を取り入れたが、授業後

アンケートの「今後、悩みや不安、心配なことがあるときは相談しようと思いますか」の質問に対し

て、「しないと思う」と回答した児童生徒がいた。「発達段階に応じたアプローチ」のロールプレイ

の台本内容を見直し、より実感をもって学べるようにし、今後も相談することの効果と大切さについ

て繰り返し伝えていく必要があると考える。 

また、保健の学習とどう具体的に関連させていくのか、また、個別指導にどう生かしていくのか、

今後、「発達段階に応じたアプローチ」をさらに工夫し、ワークシートなどを改善することにより、

児童生徒の振り返りを蓄積し、不安や悩みを相談する意欲の継続化を図るとともに、保健室で子ども

たちの気持ちに寄り添い、自分の気持ちを言葉にできる、不安や悩みを伝えたり相談したりすること

ができる児童生徒の育成に努めていきたい。 

 

最後に、本研究を進めるにあたり、ご指導、ご助言をいただいた先生方、また、研究をご支援して

いただいた研究員所属校の校長先生ならびに教職員の皆様に心から感謝申し上げます。 
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